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【院 内 研 究 発 表 会】 
 

地域包括ケア病棟開始後の回復期リハビリテーション病棟の変化 

 

リハビリテーション部 山川友和 

 

【目的】 

これまで当院回復期リハビリテーション病棟（以下、回復期リハ病棟）には、他院または院内急性

期病棟で治療を経た患者が早期の在宅復帰、社会復帰を目的に転棟されてきた。 

そんな中、2017年 7月より①急性期からの患者の受け入れ、②在宅療養の患者等の受け入れ、③在

宅復帰支援を目的に地域包括ケア病棟が開始された。このように院内急性期病棟から転棟する選択

肢が増えたことで、回復期リハ病棟にどのような変化があったのか振り返る。 

 

【方法】 

地域包括ケア病棟が開始される前後の回復期リハ病棟の年間入棟患者数、１日平均入院患者数、新

規入棟患者における重症者の割合、疾患構成、整形外科疾患（TKA術後、THA術後、脊椎圧迫骨折、

大腿骨骨折）の患者数、入棟時・退棟時の FIMと FIM利得、平均在棟日数、実績指数の推移を算出

した。 

 

【結果】 

地域包括ケア病棟開始後、回復期リハ病棟の年間入棟患者数、１日平均入院患者数は減少傾向に

あった。新規入棟患者数における重症者の割合に大きな変化はなかったが、疾患構成では脳血管疾

患を算定する患者の割合が増加し、整形外科疾患（TKA術後、THA術後脊椎圧迫骨折、大腿骨骨折）

の患者数は、地域包括ケア病棟開始を境に減少を示した。 

 また、回復期リハ病棟の平均在棟日数は 70 日前後と大きな変化はなかった。入棟時・退棟時の

FIMは低くなってきているのが現状である。 

 

【結論】 

地域包括ケア病棟開始による回復期リハ病棟の変化は、年間及び 1日の入棟患者数の減少や疾患構

成の変化にあらわれていた。今後、年間入棟患者数や 1日平均入院患者数、実績指数をあげていく

ためには、急性期からの転院、転棟を的確かつスムースに行い、充実したリハビリテーション医療

の提供、社会福祉のバックアップが必要と考える。 

その一方で、数字だけの視点ではなく、質的な要素も考えていくことでスタッフの働く意欲に変化

が生じるものと考える。当院の回復期リハ病棟は何を大切にして運営していくのか、そのために必

要な人的資源や環境整備は整っているのかも並行して考えていく必要があると思われた。 



薬剤管理サマリーを介して退院後の薬物療法を支援できた一例とその取り組みに関する課題の検討 

 

薬剤部 ○西川 達也、室田 恵里、橋本 夏恵、梅下 翔、清水 翔子、島崎 沙織、青木 理恵、 

茶野下 貴恵、松岡 未紗、古本 真由美、岡田 久美、角 紀一郎、後藤 義之、森戸 敏志 

 

【目的】 

病院及び施設間の連携を図るため薬剤部では 2020年 3月より薬剤管理サマリーの作成を順次開始した。2021

年 1月からは全病棟で可能な限り作成を開始している。今回薬剤管理サマリーを介して退院後の薬物療法を支

援できた一例を経験した。今後更なる支援に繋げるために現状把握及び課題検討を目的として薬剤管理サマ

リー運用状況の調査し、状況を報告する。 

 

【症例】 

90代男性、他院からリハビリ目的で当院転院。他院からの持参薬は朝食後の降圧薬と就寝前の睡眠薬であった。

入院中に主治医と協議して睡眠薬は自宅での服用法と同様に頓用に変更し、降圧薬は他院処方を継続してい

たが、コンプライアンス不良であったため家族管理可能な夕食後へ変更とした。退院時にサマリーを介して保険

薬局に情報提供を行った。その後、薬局薬剤師がかかりつけ医に対して処方提案を行い、服用時を夕食後に

統一し、問題なく服薬継続できている。 

 

【方法】 

2020年 3月〜2021年 1月のサマリー作成患者を対象とし、作成先を調査した。取り組みを促進した 1月に関し

ては退院患者数に対する全体の作成率を求め、また、各病棟薬剤師からサマリー作成時の問題点を調査した。

更に、保険薬局に対しては退院後の服薬状況を確認のため返答を要求し、返答件数を調査した。これらは作成

したサマリー及び電子カルテで後方視的調査を行った。なお、検査・PTA・白内障手術・処置のみのパス入院は

服薬状況の変化がないことを確認し、今回は対象から除外した。 

 

【結果】 

対象患者数は 129人、平均在院日数 44.4日、平均年齢 79.8歳であった。作成先は病院 32件、保険薬局 56

件、施設 34件、ケアマネジャー12件、訪問看護師 2件であった。1月の全体でのサマリー作成率は 28%(50件

/170人)で病棟薬剤師からは急な退院・同意拒否・院内処方で薬局経由しないなど作成困難な患者がいる一方、

薬剤師の担当患者数が多い状況で1人当たり30〜60分程度作成に時間を要すると、それに伴いその他の業務

に影響が出るため作成困難となるなどマンパワー不足も挙げられた。また、保険薬局からの返答は 9件と少ない

結果となった。 

 

【考察】 

取り組み開始から退院後の薬剤管理に関わる施設に対して幅広く情報提供できたが、作成率は 28%であり、複

数の原因や問題点を挙げることができた。更に、保険薬局からは返答が少なく、連携を強化する必要があると考

えられる。様々な退院、転院先の薬剤管理を行う施設との双方向な連携を推進するため、サマリーに記載する

内容の統一化による作成時間の短縮、薬局間との具体的な記載内容の検討など課題や疑問に対して改善を実

施し、退院後の薬物治療支援に繋げたいと考える。 



慢性心不全患者の現状と当院の課題 ～慢性心不全看護認定看護師の立場から～ 

 

看護部 〇高平真理奈、松田美紀 診療部 荒木勉 

 

【目的】 

日本の心不全患者は 2030年には 130万人に増加し「心不全パンデミック」が予測されている。心不全は増悪と

寛解を繰り返しながら、徐々に重症化する経過を辿る。患者が心不全を増悪させることなく質の高い療養生活を

過ごせるような支援が必要である。 

今回、当院の心不全患者の現状を把握し、今後の心不全看護の向上に繋げる目的で本調査に取り組むことに

した。 

 

【方法】 

2018年 1月から 2020年 12月までの 3年間に当院で心不全と診断され入院した患者 172人を対象とし、在院

日数・再入院率・死亡率などを電子カルテから後方視的調査を実施し、データから当院の心不全看護の課題を

抽出した。 

 

【結果】 

内科の全入院患者に対する心不全患者の割合は 2018年 6.3%、2019年 5.1%、2020年 5.3%であり、平均在院日

数は 32日、平均年齢は 84.8歳（男性 83.2歳・女性 85.9歳）であった。対象患者の再入院率は 12.7%であり、

半年以内の再入院は 8%、1年以内の再入院は 11%であった。院内死亡率は 12.7%であった。 

 

【結論】 

日本の大規模な観察研究と比較して、当院の心不全患者では、①平均年齢が高い、②再入院率が低い、③院

内死亡率が高いという結果が得られた。再入院率が全国平均に比べて低い理由は、高齢の心不全患者では、

継続した心機能の観察や全身管理が必要となり、療養型病院などへの退院が多いことが推測され、院内死亡率

が高い理由として、心不全の高齢患者が最後の看取りを当院で迎えている現状が推察された。当院に入院する

心不全患者では平均年齢が高いことが、①や②に関与している実態が明らかとなり、特に高齢患者への心不全

に対する支援の強化の必要性が示唆された。 

高齢の心不全患者では、長期にわたる疾患の管理や医療デバイスなどの課題から自宅での受け入れが困難と

なるケースが多い傾向にある。外来から継続した心不全の管理と本人や家族への指導、療養場所などに対して

の意思決定支援を多職種連携にて行うこと、終末期心不全患者では緩和ケアが主体となるため、心不全の緩和

ケアの拡充にむけた、院内の人的な資源の活用と協働などが今後の課題である。 



摂食・嚥下チームの活動紹介 ～「摂食・嚥下ケアの手引き」発行に向けて～ 

 

摂食・嚥下チーム   岸谷 都 

 

【はじめに】 

当院では、摂食・嚥下障害の方に対して統一した食事の提供がなかったため個別対応で「刻み」「ミキサー食」

などを栄養給食部に依頼していた。 

このため、安全に摂取できる食事を作成する目的で、多職種（医師、看護師、管理栄養士、言語聴覚士、薬剤

師、医事課事務職、医療安全管理者）によるチームを2007年に結成し、摂食・嚥下チームが発足した。このチー

ムの活動を紹介し、このたび「摂食・嚥下ケアの手引き」を発行することになったので報告する。 

 

【活動経過】 

摂食・嚥下障害の方のために嚥下食Ⅰ～Ⅴを作成し、嚥下機能が改善するにしたがって段階をあげていくよう

にした。入院時に適切な食事形態を提供できるようにスクリーニングを行い、誤嚥のリスクを減らすようにした。し

かし、当初は嚥下食の周知がなかったため誤嚥リスクのある人にも入院時に常食が提供されていることもあった。

その後、勉強会を通して口腔ケア、嚥下食、トロミ剤の周知に努め、2011年からは月 1回、嚥下ラウンドを開始し、

誤嚥リスクのある方の食事の評価をチームで行い、適切な食事形態、姿勢の提案をおこなった。その活動を業

務改善発表会で紹介し、嚥下食、トロミ剤の理解が徐々に深まっていった。その後、2013年から摂食機能療法

の算定を開始し、安全に食事を摂取できるように院内での活動を広めていった。 

 

【活動を通しての課題】 

入院時にリスクのある方を見逃さないようにする必要があり、また院内のトロミ剤が各病棟で統一されていないた

め統一する必要があった。さらに摂食機能療法の算定が減少していったためこの普及のために食事のみではな

く食事前の口腔ケア、口腔の運動の必要性も理解が必要であった。また誤嚥、窒息時の対応マニュアルが作成

されていないことも課題としてあがった。さらに転院や施設入所される方に対して当院での食事形態を次の施設

に適切に申し送る必要もあった。 

 

【今後の展望】 

摂食・嚥下障害の理解を深めるため、勉強会、嚥下ラウンドを実施してきたが、今後も継続して誰もが評価とケア

ができるように手軽に手に取ってみられる「摂食・嚥下ケアの手引き」が必要と考え、このたび発行にいたった。こ

れを活用して安全で楽しい食事の提供をこれからも関係者で検討し、活動を継続していきたい。 



【看護部事例発表会】 

 

12月 3日（木） 17時 15分～19時 00分                       於：第 2討議室 

NO. 発表名 病棟・発表者 

1 
倦怠感が患者に及ぼす影響 

～身体的倦怠感と精神的倦怠感～ 

4A病棟 梶 晃輔 

2 痛みを感じている患者との関わりを通して学んだこと 5B病棟 中田希乃芽 

3 治療期にある患者の変化をもたらした病棟看護師の役割 4B病棟 埴岡志乃 

4 
長期入院患者との関わりの中で学んだこと 

    ～服薬場面を通し自分の行動を振り返って～ 

5B病棟 的場睦実 

 

5 認知機能が低下している患者との関わりの中で学んだ事 4B病棟 長谷川雄大 

6 
疼痛コントロールにより食事摂取量が増加した患者と関

わって 

4A病棟 京谷真悠子 

 

7 倫理的ジレンマを感じた家族との関わりを通しての学び 5B病棟 別宗志穂 

8 
終末期へと移行した患者との関わりを振り返って 

        ～スピリチュアルペインへの看護～ 

4B病棟 中屋美紅 

 

 


